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中
世
に
お
い
て
、
祇
園
社
に
属
す
る
神
人
で
あ
り
な
が
ら
、
商
業

に
従
事
し
て
い
た
神
人
を
複
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。彼
ら
は
、

祇
園
会
に
お
い
て
「
役
」
を
勤
め
、
奉
仕
す
る
こ
と
で
所
役
を
免
除

さ
れ
て
、
自
身
が
取
り
あ
つ
か
う
「
物
」
で
商
売
を
し
て
い
た
。
つ

ま
り
は
、
真
綿
を
売
り
祇
園
会
で
は
下
居
御
供
神
人
と
し
て
現
れ
る

綿
本
座
神
人（

1
）、

材
木
を
あ
つ
か
っ
て
祇
園
会
で
は
神
輿
渡
御
の
た
め

の
浮
橋
を
架
設
す
る
堀
川
神
人
、
主
に
柑
橘
類
の
果
物
を
売
る
柑
類

座
を
擁
す
る
犀
鉾
神
人
、小
袖
座
で
あ
っ
た
安
居
神
人
な
ど（

2
）で

あ
り
、

そ
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
祇
園
会
で
は
大
宮
駕
輿
丁
と
し
て
神
輿

渡
御
に
携
わ
り
、
洛
中
に
お
い
て
「
蛤
売
」
と
し
て
活
動
す
る
今
宮

神
人
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
祇
園
社
の
神
人
に
よ
る
商
売
に
つ
い
て
は
、
豊
田
武
氏
に

よ
る
研
究（

3
）で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
豊
田
氏
は
、
下
京
最
大
の
神

社
で
あ
り
、
商
業
が
盛
ん
な
地
域
を
領
す
る
祇
園
社
に
属
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
の
商
人
た
ち
に
対
し
て
有
力
な
地
位
を
確
立
し
た
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
地
位
は
神
事
へ
の
奉
仕
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る

と
い
う
、
神
人
と
し
て
の
基
礎
的
性
質
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
近
年
に
お
い
て
は
、
田
中
香
織
氏
に
よ
る
康
永

二
年
（
一
三
四
三
）
に
お
こ
っ
た
綿
本
座
神
人
と
綿
新
座
神
人
と
の

相
論
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究（

4
）が

あ
る
。
こ
の
相
論
に
お
い
て
は
、

「
神
供
」
な
ど
の
社
役
が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
は
、
今
宮
神
人
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
先
述
し
た
よ

う
に
、
今
宮
神
人
は
祇
園
会
に
お
け
る
三
基
の
神
輿
の
ひ
と
つ
、
大

宮
の
駕
輿
丁
を
勤
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
宮
神
人
は
普
段
京
都
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に
は
お
ら
ず
、
摂
津
国
今
宮
村
に
住
み
、
祇
園
会
へ
の
奉
仕
の
た
め

に
京
都
へ
出
て
行
く
の
で
あ
る（

5
）。

　

今
宮
神
人
の
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
豊
田
氏
の
研
究（

6
）が

挙
げ
ら
れ

る
。
豊
田
氏
の
研
究
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
御
厨
子
所
供
御
人
と

し
て
の
活
動
か
ら
天
正
年
間
に
い
た
る
ま
で
の
諸
活
動
と
他
商
人
と

の
衝
突
を
概
観
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
宮
神
人
の
商
業
活
動
が
、
祇

園
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
他
商
人
と
の
競
合

で
そ
の
活
動
は
振
る
わ
な
か
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
春
田
直
紀
氏
に
よ
る
研
究（

7
）で

あ
る
。
春

田
氏
は
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、「
蛤
売
」

と
「
魚
売
」
の
競
合
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
御
厨
子
所
供
御
人
か
ら

は
じ
ま
る
「
今
宮
商
人
」
を
詳
述
し
た
。
さ
ら
に
、
応
仁
の
乱
後
に

「
蛤
売
」
か
ら
「
魚
物
商
売
」
へ
と
商
品
の
拡
大
が
さ
れ
る
こ
と
で
、

粟
津
供
御
人
ら
と
の
競
合
を
招
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
他
商

人
と
の
競
合
に
敗
れ
、
京
都
で
の
勢
力
を
失
っ
た
も
の
の
、
近
世
へ

と
続
い
て
い
く
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、今
宮
神
人
と
祇
園
会
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
、

河
内
将
芳
氏
の
研
究（

8
）が

あ
る
。
大
宮
駕
輿
丁
を
勤
め
た
今
宮
神
人
に

よ
る
祇
園
会
に
お
け
る
喧
嘩
・
訴
訟
の
関
係
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
応
仁
・
文
明
の
乱
後
に
お
け
る
「
魚
物
商
売
」
に
つ
い
て
、

祇
園
会
の
式
日
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
今
宮
神
人
の
限
界
と

位
置
付
け
る
の
で
は
な
く
、「
時
限
的
か
つ
安
定
的
な
商
圏
」
を
確

立
し
た
と
し
て
、
積
極
的
に
評
価
し
た
。

　

以
上
の
三
氏
に
よ
っ
て
、
今
宮
神
人
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
今
宮
神
人
の
商
業
活
動
を
概
観
し
、
今
宮
神
人
と
他

の
「
商
人
」
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
商
業
と
変
遷
を
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

Ұ
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本
章
で
は
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
今
宮
神
人
に
つ
い

て
、そ
の
商
業
活
動
の
推
移
を
追
っ
て
い
き
た
い
。
し
か
し
ま
ず
は
、

室
町
期
以
前
の
今
宮
神
人
を
確
認
し
て
お
く
。

　

今
宮
神
人
が
最
初
に
確
認
で
き
る
記
録（

9
）と

し
て
、
祇
園
社
の
『
社

家
記
録
』
が
あ
り
、建
治
四
年
（
一
二
七
八
）
三
月
十
四
日
条
に
、「
今

宮
神
人
一
懸
送
之（

10
）」

と
あ
る
。「
万
物
涌
出
諸
庄
園
乃
貢
撿
納
記
録
」

と
表
題
に
あ
る
の
で
「
貢
」
を
納
め
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
具

体
的
な
「
貢
」
の
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
祇
園

社
と
の
関
係
を
確
認
で
き
る
。
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そ
し
て
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
の
内
蔵
寮
領
目
録
に
は
、「
今

宮
供
御
人
」
と
し
て
「
上
洛
之
時
、
蛤
一
鉢
進
之
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
じ
く
『
社
家
記
録
』
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
六
月

十
四
日
条（

11
）に

「
今
宮
駕
与
丁
五
十
余
人
参
」
と
あ
る
。

　

明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
に
は
、
淀
に
お
け
る
「
魚
市
問
丸
等
」

と
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る（

12
）。

御
厨
子
所
摂
津
国
今
宮
供
御
人
被
申
尋
事

　

合
一
、
ゑ（
海
老
）ひ　
　

一
、
か（
擁
剣
）

さ
め

一
、
か（
貝
）い　
　

一
、
は（

蛤

）

ま
く
り

こ
の
い（

色

々

）

ろ
〳
〵
、
せ（

先

規

）

ん
き
よ
り
い（

今

）ま
に
い（

至

）た
る
ま
て
、

は（

腹

籠

）

ら
こ
も
り
に
て
、
し（

塩

付

）

ほ
つ
き
候
は
ぬ
を
い（

綺

）

ろ
い
を
な
さ
す

候
、
し（

塩

付

）

ほ
つ
き
て
候
時
は
な
に
ゝ
て
も
候
へ
、
い（

魚

市

）

ほ
の
い
ち
の

し（

進

退

）

ん
た
い
と
し
て
、
御
ね（

年

貢

等

）

ん
く
と
う
を
、
北（
西
園
寺
実
永
）

山
殿
へ
と
り
進
上

申
候
、
仍
注
文
如
件
、

　
　

明
徳
弐
年
辛未
六
月　

日　
　
　

魚
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
丸
等
上

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
御
厨
子
所
」
の
「
今
宮
供
御
人
」
が
あ
つ

か
う
「
ゑ（

海
老
）ひ
」・「
か（

擁

剣

）

さ
め
」・「
か（
貝
）い
」・「
は（

蛤

）

ま
く
り
」
の
四
品
に

つ
い
て
は
、「
は（

腹

籠

）

ら
こ
も
り
」
で
「
し（

塩

付

）

ほ
つ
き
」
で
は
な
い
の
で

「
い（

綺

）

ろ
い
」
を
し
な
い
と
あ
り
、
塩
相
物
に
つ
い
て
は
淀
魚
市
で
年

貢
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
鎌
倉
末
期
に
は
「
今
宮
神
人
」
と
し
て
「
貢
」
を
納
め
、

南
北
朝
期
に
は
「
蛤
」
を
あ
つ
か
う
「
今
宮
供
御
人
」、
祇
園
会
に

携
わ
る
「
今
宮
駕
与
丁
」
と
し
て
京
都
へ
上
洛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
南
北
朝
末
期
に
は
、「
今
宮
供
御
人
」
と
し
て
「
は（

蛤

）

ま
く
り
」

な
ど
を
商
売
す
る
よ
う
に
な
る
。

（
Ұ
）
ࣨ
ொ
ظ
に
お
け
る
ࠓ
ٶ
ਆ
ਓ

　

で
は
、
今
宮
供
御
人
と
し
て
の
商
売
が
、
い
つ
か
ら
今
宮
神
人
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
今
宮
神
人
が
主
張
す

る
大
宮
駕
輿
丁
と
し
て
の
由
緒
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
そ
の
由

緒
は
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
に
「
東
寺
口
之
新
関
」
で
「
神
人

売
物
」
を
「
押
取
」
ら
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
史
料（

13
）で

あ
る
。

　
　

謹
言
上

抑
祇
園
社
大
宮
加（
駕
輿
丁
）

与
町
蛤
売
申

右
子
細
者
、
当
社
開
発
神
人
也
、
本
座
数
二
十
五
人
、
於
天
下



－　 －26

四
十
八
色
商
売
之
内
、
何
を
も
売　
　
　
　

事
不
仕
候
、
殊
以

応
永
二
十
八
年
丑
□
□
□（
大
）洪
水
、
七
日
御
祭
礼
既
可
有
御
延
引

間
、
先
之
（
清
式
部
殿
カ
）
并
当
職
京
極
殿
被
仰
付
、
洛
中
之
材
木
商

　
　
　
　

始
河
原
へ
被
召
出
、
浮
橋
お
可
渡
雖
有
御
下
知
、
猶

以
不
事
行
候
条
、
其
時
我
々
一
命
お
捨
、
七
日
之　
　
　
　

成

申
間
、
則
八
王
子
・
少
将
井
之
神
輿
お
当
職
之
御
勢
を
被
副
、

神
幸
被
成
申
候
事
者
、
一
向
蛤
売
之　
　
　
　

知
無
異
論
候
、

さ
れ
ハ
、
左
様
之
預
御
感
候
歟
、
七
日
・
十
四
日
風
立
お
仕
、

在
所
三
町
御
合
力
ニ
拝
領
仕
、
于
今
致　
　
　
　

勿
論
候
、
御

管
領
細
川
岩（
満
元
）

栖
院
殿
之
御
代
也
、
今
度
さ（
雑
賀
）

い
か
殿
号
上
意
、
東

寺
口
之
新
関
お
す
ゑ
、
結
句（
於
カ
）
□
在
々
所
々
、
神
人
売
物
お
任
雅

意
被
押
取
事
、
歎
之
中
歎
不
可
過
之
候
、
所
詮
、
先
規
為
社
家

沙
汰
、
此
旨
公
方
之
被
入
御
耳
、
乱
監（
濫
）を
可
被
停
、
預
御
下
知

候
者
、
可
畏
入
候
、
猶
以
如
今
者
、
御
祭
礼
等
之
所
役
不
可
勤

候
、
仍
此
旨
為
預
御
披
露
、
粗
言
上
如
件
、

　
　
　
　

文
安
二
年
五
月
日　
　

加（
駕
輿
丁
）

与
町
等

　

内
容
を
ま
と
め
る
と
、
今
宮
神
人
は
祇
園
社
の
「
開
発
神
人
」
で

あ
り
、
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
に
「
洪
水
」
に
よ
っ
て
祇
園

会
が
「
御
延
引
」
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
今
宮
神
人
が
「
一
命
お
捨
」

て
る
こ
と
で
「
神
幸
被
成
申
」
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
「
在
所
三

町
」
を
「
拝
領
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
「
東
寺
口

之
新
関
」
を
構
え
た
こ
と
な
ど
で
、「
所
役
」
を
勤
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
と
訴
え
て
い
る
。

　

今
宮
神
人
が
最
も
主
張
し
た
い
の
は
、当
然
「
売
物
」
が
「
押
取
」

ら
れ
て
、「
所
役
」
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
あ
る
。
つ

ま
り
は
、「
所
役
」
を
勤
め
る
た
め
に
、
関
所
で
の
課
税
な
ど
を
止

め
る
よ
う
に
、
祇
園
社
か
ら
「
公
方
」
に
訴
え
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

い
る
の
だ
。
こ
こ
で
、今
宮
神
人
が
大
宮
駕
輿
丁
と
し
て
の
由
緒
を
、

応
永
二
十
八
年
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
着
目
で
き
る（

14
）。

こ
れ
は
、
今

宮
神
人
に
よ
る
商
い
が
、
応
永
二
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
に
、
供
御
人
と
し
て
性
質
が
、
神
人

と
重
な
り
合
う
こ
と
は
、
今
宮
神
人
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
粟
津

供
御
人
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
）

七
月
付
の
「
内
膳
司
雑
掌
申
状
案（

15
）」

に
お
い
て
、「
粟
津
橋
本
五
ケ

庄
并
松
下
以
下
商
人
」
が
、「
山
門
神
人
」
を
称
し
て
「
月
次
神
今
食
・

新
嘗
會
以
下
要
却
」
に
従
わ
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も

応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に
四
府
駕
輿
丁
の
綿
商
人
が
、
祇
園
社
に

属
し
て
い
る
事
例
が
あ
る（

16
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
応
永
年
間
に
は
朝
廷
の
役
を
勤
め
る
供
御
人
か
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ら
、
山
門
延
暦
寺
系
に
属
す
る
神
社
の
神
人
と
し
て
商
売
に
従
事
す

る
商
人
が
出
て
き
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
が
供
御
人
で
な
く
な
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
南
北
朝
期
と
同
様
に
供
御
人
・
神

人
と
両
属
的
な
状
態
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る（

17
）。

供
御
人
と
し
て
活

動
す
る
も
の
と
神
人
と
し
て
活
動
す
る
も
の
と
役
目
を
分
担
す
る
、

も
し
く
は
両
者
を
兼
ね
る
も
の
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
南
北
朝
期
を
経
て
、
応
永
年
間
に
入
る
こ
ろ
に
は
、
供
御
人
で

あ
る
よ
り
も
神
人
、「
大
宮
駕
輿
丁
」
で
あ
る
こ
と
の
方
が
有
利
で

あ
る
、
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う（

18
）。

　

さ
て
、
祇
園
会
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
宮
神
人
で
あ
る
が
、

文
安
二
・
三
年
に
な
る
と
状
況
は
変
化
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
今

宮
神
人
に
よ
る
「
蛤
商
売
」
が
、「
洛
中
蛤
商
売
役
」
と
い
う
所
役

を
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
所
役
に
つ
い
て
は
、
幕
府

財
政
の
一
環
で
あ
る
土
倉
役
の
補
填
が
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘（

19
）さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
今
宮
神
人
の
「
蛤
商
売
」
が
活
発

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
室
町
期
か
ら
織
豊
期
に
か
け

て
の
今
宮
神
人
関
係
の
文
書
を
一
覧
に
し
た
表
1
を
参
照
す
る
と
、

応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
は
ほ
ぼ
「
蛤
商
売
役
」「
蛤
課
役
」
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、「
蛤
商
売
役
」「
蛤
課
役
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
事
例
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
に
出
さ
れ
た
史
料
を
見

て
み
よ
う（

20
）。

　
　
「
案
（
折
紙
見
返
）
文
」

祇
園
社
加
輿（
駕
）
丁
等
申
蛤
商
売
事
、
於
鵜
殿
関
々
役
違
乱
云
々
、

追
而
可
被
糺
明
之
上
者
、
可
遂
還
幸
無
為
節
旨
、
可
被
加
下
知

之
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

  

享
徳
弐

　
　
　
　

六
月
十
四
日　
　
　
　

□
□
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旨
薹
在
判

　
　
　
　
　

当
社
執
行
御
房

　　

今
宮
神
人
の
「
蛤
商
売
」
に
つ
い
て
、「
鵜
殿
関
」
に
お
い
て
「
関

役
」
を
「
違
乱
」
さ
れ
た
こ
と
を
、
祇
園
執
行
を
通
し
て
幕
府
に
訴

え
た
と
わ
か
る
。
そ
し
て
、
祇
園
会
の
「
還
幸
」
が
行
わ
れ
る
日
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
日
に
糺
明
す
る
の
で
、
無
事
に
「
還
幸
」
を

遂
げ
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
現
れ
る
「
鵜
殿
関
」
は
、
摂
津
国
に
あ
り
、、
今
宮
神
人

が
上
京
し
て
く
る
淀
川
交
通
に
位
置
す
る
交
通
上
の
要
地
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
鵜
殿
関
」
は
、
淀
川
に
設
け
ら
れ
た
河
上
関
と
西
国
街

道
に
設
け
ら
れ
た
陸
関
の
二
つ
が
存
在（

21
）し

、
今
宮
神
人
が
ど
ち
ら
を
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表 1　今宮神人関係文書

出典　『八文』＝『増補　八坂神社文書』
　　　『八記』＝『増補史料大成　八坂神社記録』
　　　『新八』＝『新修　八坂神社文書』
　　　『集成』＝『室町幕府文書集成　奉行人奉書編』
　　　『引付』＝『室町幕府引付史料集成』
　　　『法制』＝『中世法制史料集』
　　　『信長』＝『増補　信長文書の研究』

№ 文書名 和暦 西暦 月日
1
2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13

14

15

16

17
18

19

20
21

22

23
24

25

26
27
28

大宮駕輿丁等申状案
室町幕府奉行人連書奉書案
善照下文写

室町幕府奉行人連書奉書写

室町幕府奉行人連書奉書案
室町幕府奉行人連書奉書
室町幕府奉行人連書奉書写
馬上料足算用状
室町幕府奉行人連書奉書案
室町幕府奉行人連書奉書案
馬上料足下行銭日記
室町幕府奉行人連書奉書案
室町幕府奉行人連書奉書写

遊佐順盛折紙状案

室町幕府奉行人連書奉書写

室町幕府奉行人連署下知状写

室町幕府奉行人連書奉書案
祇園社駕輿丁摂州今宮神人等申状写

室町幕府奉行人連書下知状

室町幕府奉行人清貞春意見状
後奈良天皇綸旨

室町幕府奉行人連署下知状

大宮駕輿丁等申状案
社務執行寶寿院常泉書状案

室町幕府政所執事加判連署下知状案

京都所司代村井貞勝判物
社家雑掌某注進状案
社務執行寶寿院常泉書状案

加与町
真妙、為数
善照（カ）　※１

直行、基恒

□□、旨薹
為数、貞基
為数、貞基

清房、頼亮
清房、頼亮

清房、頼亮
貞運、時基

順盛

貞運、英致
上野介藤原朝臣
前丹後守平朝臣
貞運、時基

左衛門尉三善
丹後守平朝臣

左中辨
前大和守三善朝臣
対馬守平朝臣

常（泉）
散位三善朝臣
掃部頭
村井春長軒貞勝
祇園社家雑掌
常泉

文安2
文安3
文安3

（文安3カ）

享徳2
康正3
康正3
長禄4
文亀2
文亀2
文亀2
文亀3
永正4

永正6

永正9

永正13

永正15
大永2

大永2

大永5
弘治3

永禄3

永禄4
永禄4

永禄7

天正9
年未詳
年未詳

1445
1446
1446

（1446カ）

1453
1457
1457
1460
1502
1502
1502
1503
1507

1509

1512

1516

1518
1522

1522

1525
1557

1560

1561
1561

1564

1581

5月
6月5日
6月6日

6月12日

6月14日
6月6日
6月14日
6月2日
6月7日
6月19日
6月
6月5日
6月7日

5月2日

6月7日

12月14日

6月14日
6月5日

6月6日

9月
4月10日

12月10日

8月21日
8月25日

12月27日

6月7日
6月11日
12月2日

差出 宛所 備考 出典

籾井備後入道
当社執行
借宿六郎左衛門尉
櫻田和泉入道
当社執行御房
当社執行御房
当社執行御房

当社執行御房
淀魚市関務中

当社執行
当社執行御房
中小路縫殿助殿
萱振善左衛門殿
当社執行御房

淀郷沙汰人中

御厨子所預前若狭守館

多羅尾左近大夫殿

摂州闕郡今宮惣中
奈良一衛門尉殿
飯尾太和守殿

大宮加与丁町蛤売申
洛中蛤商売役事
洛中蛤商売役事

観地院御料所洛中蛤商売役事

蛤商売事
蛤課役事
蛤課役事
一貫文　　太宮加与丁
魚物商売事
可取公事銭之旨申之
一貫文内御下行なし　今宮神人
大宮駕輿丁訴訟事
就魚物商売事儀

駕輿丁上下之事

雑色魚物商売事

今宮四座商売物

於当津関所納楚留置云々
魚商売事

魚物商売事

今宮之魚物荷物事
云朝役・云神役異于他之所

禁裏御厨子所供御人并当社神人

帯綸旨・院宣・御下知等之證文
当社大宮殿駕輿丁御訴訟申上候

至祇園会両日四日外、堅被停止

今宮神人致売買之条
今宮神人罷上候
当社大宮駕輿丁摂州今宮神人等

『八文』上1179号
『集成』301号、京大所蔵
『八記』祇園社記第16

『八記』祇園社記第16

『八文』上1180号、1181号
『新八』92号
『八記』祇園社記第16
『新八』93号
『新八』140号
『八文』上1182号
『新八』141号
『新八』144号
『八記』続録第1

『八文』上1183号

『八記』祇園社記第16

『法制』第2巻　政所方引付

『八文』上296号
『引付』別本賦引付4　16号

『集成』3059号、今宮村文庫

『引付』大館常興日記紙背文書
今宮村文庫文書

『集成』3843号、今宮村文庫

『八文』上1189号
『八文』上1190号

京大総合博物館「古文書集」二

『信長』補遺225号、広田神社
『八文』上1186号
『八文』上1191号

※1　河内将芳『祇園祭の中世―室町・戦国期を中心に―』（思文閣出版、2012年）による
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表 1　今宮神人関係文書

出典　『八文』＝『増補　八坂神社文書』
　　　『八記』＝『増補史料大成　八坂神社記録』
　　　『新八』＝『新修　八坂神社文書』
　　　『集成』＝『室町幕府文書集成　奉行人奉書編』
　　　『引付』＝『室町幕府引付史料集成』
　　　『法制』＝『中世法制史料集』
　　　『信長』＝『増補　信長文書の研究』

№ 文書名 和暦 西暦 月日
1
2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13

14

15

16

17
18

19

20
21

22

23
24

25

26
27
28

大宮駕輿丁等申状案
室町幕府奉行人連書奉書案
善照下文写

室町幕府奉行人連書奉書写

室町幕府奉行人連書奉書案
室町幕府奉行人連書奉書
室町幕府奉行人連書奉書写
馬上料足算用状
室町幕府奉行人連書奉書案
室町幕府奉行人連書奉書案
馬上料足下行銭日記
室町幕府奉行人連書奉書案
室町幕府奉行人連書奉書写

遊佐順盛折紙状案

室町幕府奉行人連書奉書写

室町幕府奉行人連署下知状写

室町幕府奉行人連書奉書案
祇園社駕輿丁摂州今宮神人等申状写

室町幕府奉行人連書下知状

室町幕府奉行人清貞春意見状
後奈良天皇綸旨

室町幕府奉行人連署下知状

大宮駕輿丁等申状案
社務執行寶寿院常泉書状案

室町幕府政所執事加判連署下知状案

京都所司代村井貞勝判物
社家雑掌某注進状案
社務執行寶寿院常泉書状案

加与町
真妙、為数
善照（カ）　※１

直行、基恒

□□、旨薹
為数、貞基
為数、貞基

清房、頼亮
清房、頼亮

清房、頼亮
貞運、時基

順盛

貞運、英致
上野介藤原朝臣
前丹後守平朝臣
貞運、時基

左衛門尉三善
丹後守平朝臣

左中辨
前大和守三善朝臣
対馬守平朝臣

常（泉）
散位三善朝臣
掃部頭
村井春長軒貞勝
祇園社家雑掌
常泉

文安2
文安3
文安3

（文安3カ）

享徳2
康正3
康正3
長禄4
文亀2
文亀2
文亀2
文亀3
永正4

永正6

永正9

永正13

永正15
大永2

大永2

大永5
弘治3

永禄3

永禄4
永禄4

永禄7

天正9
年未詳
年未詳

1445
1446
1446

（1446カ）

1453
1457
1457
1460
1502
1502
1502
1503
1507

1509

1512

1516

1518
1522

1522

1525
1557

1560

1561
1561

1564

1581

5月
6月5日
6月6日

6月12日

6月14日
6月6日
6月14日
6月2日
6月7日
6月19日
6月
6月5日
6月7日

5月2日

6月7日

12月14日

6月14日
6月5日

6月6日

9月
4月10日

12月10日

8月21日
8月25日

12月27日

6月7日
6月11日
12月2日

差出 宛所 備考 出典

籾井備後入道
当社執行
借宿六郎左衛門尉
櫻田和泉入道
当社執行御房
当社執行御房
当社執行御房

当社執行御房
淀魚市関務中

当社執行
当社執行御房
中小路縫殿助殿
萱振善左衛門殿
当社執行御房

淀郷沙汰人中

御厨子所預前若狭守館

多羅尾左近大夫殿

摂州闕郡今宮惣中
奈良一衛門尉殿
飯尾太和守殿

大宮加与丁町蛤売申
洛中蛤商売役事
洛中蛤商売役事

観地院御料所洛中蛤商売役事

蛤商売事
蛤課役事
蛤課役事
一貫文　　太宮加与丁
魚物商売事
可取公事銭之旨申之
一貫文内御下行なし　今宮神人
大宮駕輿丁訴訟事
就魚物商売事儀

駕輿丁上下之事

雑色魚物商売事

今宮四座商売物

於当津関所納楚留置云々
魚商売事

魚物商売事

今宮之魚物荷物事
云朝役・云神役異于他之所

禁裏御厨子所供御人并当社神人

帯綸旨・院宣・御下知等之證文
当社大宮殿駕輿丁御訴訟申上候

至祇園会両日四日外、堅被停止

今宮神人致売買之条
今宮神人罷上候
当社大宮駕輿丁摂州今宮神人等

『八文』上1179号
『集成』301号、京大所蔵
『八記』祇園社記第16

『八記』祇園社記第16

『八文』上1180号、1181号
『新八』92号
『八記』祇園社記第16
『新八』93号
『新八』140号
『八文』上1182号
『新八』141号
『新八』144号
『八記』続録第1

『八文』上1183号

『八記』祇園社記第16

『法制』第2巻　政所方引付

『八文』上296号
『引付』別本賦引付4　16号

『集成』3059号、今宮村文庫

『引付』大館常興日記紙背文書
今宮村文庫文書

『集成』3843号、今宮村文庫

『八文』上1189号
『八文』上1190号

京大総合博物館「古文書集」二

『信長』補遺225号、広田神社
『八文』上1186号
『八文』上1191号

※1　河内将芳『祇園祭の中世―室町・戦国期を中心に―』（思文閣出版、2012年）による
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通
過
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る（

22
）。

ま
た
、
享
徳
二
年
に
お
け
る
関

所
の
設
置
主
体
が
ど
こ
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
文
安
二

年
か
ら
同
三
年
に
か
け
て
は
、
大
和
国
の
談
山
神
社
が
関
わ
っ
て
い

た
。
談
山
神
社
に
は
、『
鵜
殿
関
銭
納
日
記
』
と
い
う
史
料（

23
）が

残
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
鵜
殿
関
は
、
南
北
朝
期
に
は
春
日
社
領
で
あ

り
、
そ
の
後
に
多
武
峯
寺
、
談
山
神
社
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
に
は
興
福
寺
の
大

乗
院
門
跡
の
新
関
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
享
徳
二
年
に
お
い
て
も
大

和
の
寺
社
が
関
係
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
鵜
殿
関
銭
納
日
記
』
に
お
け
る
関
銭
収
入
は
、
文
安
二
年
八
月

か
ら
同
三
年
七
月
ま
で
に
二
三
四
貫
九
四
八
文
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

文
安
二
年
八
月
か
ら
十
二
月
、
文
安
三
年
七
月
の
各
月
に
二
十
貫
文

を
超
え
る
収
入
が
あ
り
、
文
安
三
年
二
月
か
ら
四
月
は
各
月
十
六
貫

文
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
文
安
三
年
一
月
は
十
貫
二
四
五
文
、
五
月
は
十
三
貫
六

六
文
、六
月
に
は
八
貫
八
四
二
文
と
な
っ
て
い
る
。五
月
に
は「
降
雨
」

に
よ
っ
て
関
銭
収
入
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
天
候
な
ど
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
六
月
が
農
繁
期
だ
っ
た

た
め
に
関
銭
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘（

24
）も

あ
る
が
、
こ
の
三
カ
月

の
関
銭
収
入
は
少
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

関
銭
収
入
が
少
な
い
こ
と
と
、
祇
園
会
が
六
月
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
関
係
が
あ
る
と
は
一
概
に
言
え
な
い
。
さ
れ
ど
、
関
銭
収
入
が
少

な
い
時
期
に
今
宮
神
人
が
通
行
す
る
こ
と
を
、
関
所
の
運
営
者
に
は

ど
う
映
っ
た
で
あ
ろ
う
か（

25
）。

結
論
を
述
べ
る
と
、
土
倉
役
の
補
填
が

行
わ
れ
た
こ
と
と
同
様
の
事
が
、
享
徳
二
年
の
「
鵜
殿
関
」
に
お
い

て
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
少
な
い
収
入
を
補
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
蛤
商
売
」
を
行
う
今
宮
神
人
に
「
関
役
」
を

課
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

室
町
期
に
お
い
て
、
今
宮
神
人
は
祇
園
会
で
大
宮
駕
輿
丁
を
勤
め

る
こ
と
で
、
商
売
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
宮
神
人
も
室
町
期

後
半
に
な
る
と
、
摂
津
か
ら
京
へ
の
往
反
の
「
関
役
」、
京
中
に
お

け
る
「
商
売
役
」
と
い
う
、各
種
の
「
役
」
を
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
。
だ
が
、
こ
の
「
役
」
も
「
神
事
違
乱
」
に
及
ぶ
た
め
に
退

け
ら
れ
た
。
今
宮
神
人
は
、
祇
園
会
の
た
め
に
、
幕
府
・
寺
社
・
市

場
か
ら
の
所
役
を
免
除
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
今
宮
神
人
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
祇
園
会
の
式
日
が
関

係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
発
給
さ
れ
た
幕
府
奉
行
人
奉
書
の
日
付

が
、
祇
園
会
の
式
日
数
日
前
か
ら
当
日
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が

え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
河
内
将
芳
氏
が
駕
輿
丁
に
よ
る
喧
嘩
を

含
め
て
考
察
を
加
え
ら
れ
て
い
る（

26
）。

河
内
氏
は
、「
複
数
の
可
能
性
」
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を
提
示
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
断
定
は
避
け
ら
れ
た
が
、
祇
園
会
の
執

行
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
室
町
幕
府
は
、
今
宮
神
人
の
主
張

を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
次
に
挙
げ
る
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
に
お
け
る
史

料（
27
）か

ら
も
う
か
が
え
る
。

祇
園
社
駕
輿
丁
等
申
蛤
課
役
事
、
於
六
角
町
畳
屋
六
郎
左
衛
門

男
及
違
乱
云
々
、
所
詮
、
近
日
可
被
糺
明
之
上
者
、
先
可
遂
神

事
無
為
節
之
旨
、
可
被
相
触
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

  

康
正
三

　
　
　
　

六
月
六
日　
　
　
　

為（
飯
尾
）数
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞（
布
施
）基
（
花
押
）

　
　
　
　
　

当
社
執
行
御
房

　　

祇
園
社
の
駕
輿
丁
が
、「
六
角
町
畳
屋
六
郎
左
衛
門
男
」
に
「
蛤

課
役
」
を
課
し
て
い
る
。
幕
府
は
、
近
日
に
「
糺
明
」
す
る
の
で
、

ま
ず
は
「
神
事
」
を
「
無
為
」
に
遂
げ
る
よ
う
に
命
令
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
数
日
後
に
問
題
が
起
こ
る
。
そ
れ
が
次
の
史
料（

28
）で

あ
る
。

祇
園
社
駕
輿
丁
等
申
蛤
商
売
課
役
事
、先
々
更
不
致
沙
汰
之
処
、

近
日
六
角
町
畳
屋
六
郎
左
衛
門
男
及
違
乱
云
々
、
太
無
謂
、
所

詮
、
向
後
可
停
止
其
綺
之
儀
、
被
仰
付
候
訖
、
早
可
遂
還
幸
無

為
之
旨
、
可
被
加
下
知
彼
等
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

  

康
正
三

　
　
　
　

六
月
十
四
日　
　
　
　

為（
飯
尾
）数
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞（
布
施
）基
判

　
　
　
　
　

当
社
執
行
御
房

　　

幕
府
が
、
近
日
に
「
糺
明
」
す
る
と
し
て
「
沙
汰
」
を
し
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、「
近
日
」
に
「
六
角
町
畳
屋
六
郎
左
衛
門
男
」
が
「
違

乱
」
を
し
た
。
こ
れ
は
謂
わ
れ
な
い
こ
と
な
の
で
、向
後
は
「
其
綺
」

を
停
止
す
る
こ
と
を
命
令
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、幕
府
が
「
沙
汰
」

し
な
か
っ
た
た
め
に
、「
六
角
町
畳
屋
六
郎
左
衛
門
男
」
か
ら
祇
園

会
の
神
幸
と
還
幸
の
間
に
「
蛤
商
売
課
役
」
を
課
さ
れ
た
の
だ
。

　

こ
の
出
来
事
は
、
今
宮
神
人
と
し
て
、
幕
府
と
い
え
ど
も
許
す
こ

と
が
で
き
な
い
事
態
だ
っ
た
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
史
料
中
に
早

く
「
還
幸
」
を
「
無
為
」
に
遂
げ
る
よ
う
に
、「
彼
等
」（
今
宮
神
人
）

に
対
し
て
「
下
知
」
を
加
え
る
よ
う
に
と
記
さ
れ
な
が
ら
、
こ
の
日

の
還
幸
は
延
引
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ（

29
）。

　

室
町
幕
府
が
今
宮
神
人
の
訴
え
に
対
し
て
、「
糺
明
」を
し
た
の
か
、

し
て
い
な
い
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
緊
急
的
に
出
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
文
言
か
ら
、
幕
府
に
と
っ
て
の
祇
園
会
の
重
要
性
と
、
そ
れ
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に
奉
仕
す
る
神
人
へ
の
譲
歩
を
物
語
っ
て
い
る
。
今
宮
神
人
の
訴
え

は
、
文
安
二
年
か
ら
康
正
三
年
ま
で
の
十
三
年
間
で
、
四
回
発
生
し

て
い
る
が
、
康
正
三
年
か
ら
応
仁
・
文
明
の
乱
が
お
こ
る
ま
で
の
一

〇
年
間
で
、
今
宮
神
人
に
よ
る
訴
え
が
お
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

は
、
そ
の
証
左
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

室
町
期
後
半
に
な
っ
て
、今
宮
神
人
は
半
ば
祇
園
会
を
盾
に
し
て
、

「
役
」
の
免
除
を
幕
府
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
応
仁

元
年
（
一
四
六
七
）
か
ら
始
ま
る
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
事
態

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
。
次
節
で
は
、そ
れ
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

（
ೋ
）
ઓ
国
ظ
に
お
け
る
ࠓ
ٶ
ਆ
ਓ

　

祇
園
会
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、

明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
ま
で
三
十
三
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
再

興
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

30
）。

で
は
、
そ
の
三
十
三
年
の
間
、
今
宮

神
人
は
ど
う
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
河
内

氏
が
『
山
科
家
礼
記
』
か
ら
の
記
事
を
引
用
さ
れ（

31
）て

、「
今
宮
神
人

＝
今
宮
供
御
人
が
応
仁
・
文
明
の
乱
を
は
さ
ん
で
も
な
お
京
都
に
お

い
て
商
売
を
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」と
ま
と
め
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、『
山
科
家
礼
記
』
の
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
か
ら

「
い
ま
み
や
」「
今
宮
は
ま
く
り
売
」
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
神
人
と

し
て
で
は
な
く
、
供
御
人
と
し
て
応
仁
・
文
明
の
乱
を
乗
り
越
え
た

の
だ
。
こ
う
し
た
動
向
は
、
な
に
も
今
宮
神
人
に
限
定
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
粟
津
供
御
人
に
つ
い
て
も
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、今
宮
神
人
と
の
相
違
は
、粟
津
供
御
人
が
文
明
四
年
（
一

四
七
二
）
と
い
う
早
い
段
階
か
ら
公
事
銭
を
納
め
て
い
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
興
味
深
い
点
は
、
同
年
に
「
伏
見
殿
」
か
ら
「
駄
別
公
事
」

を
「
召
」
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
粟
津
供
御
人
の
言
上
に
「
禁
裏

様
へ
両
方
の
供　
　
　
　

ほ
か
わ
と
な
た
へ
に
て
も
し（

諸

公

事

）

ょ
く
し
い
た

さ
す
候
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る（

32
）。

先
述
し
た
よ
う
に
、
応
永
二

一
年
に
は
粟
津
供
御
人
は
「
山
門
神
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
へ
勤

仕
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
明
年
間
に
は
供
御
人
と
し
て

の
一
面
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
宮
・
粟
津
と
も
に
、
応
永
年
間
に
は
供
御
人
か
ら
神
人
と
な
り
、

文
明
年
間
に
は
神
人
か
ら
供
御
人
と
し
て
の
活
動
が
活
発
と
な
っ
て

い
た
。
応
仁
・
文
明
の
乱
と
い
う
動
乱
期
に
は
、
幕
府
や
寺
社
に
よ

る
の
で
は
な
く
、
朝
廷
の
供
御
人
と
い
う
由
緒
を
以
て
商
売
を
行
お

う
と
し
て
い
る
。

　

で
は
、
明
応
九
年
に
祇
園
会
が
再
興
さ
れ
て
か
ら
は
ど
う
な
っ
て

い
た
の
か
。
次
に
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
を
挙
げ
る（

33
）。

祇
園
社
大
宮
駕
輿
丁
摂
津
国
今
宮
神
人
等
申
魚
物
商
売
事
、
従
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往
古
座
中
相
着
問
丸
、
令
売
買
之
処
、
依
当
会
退
転
、
近
年
恣

不
及
座
中
之
沙
汰
、直
買
取
之
致
商
売
云
々
、事
実
者
、太
無
謂
、

既
及
神
事
違
乱
上
者
、
如
先
規
致
沙
汰
可
専
神
役
之
旨
、
堅
可

被
加
下
知
之
由
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　

  

文
亀
二

　
　
　
　

六
月
七
日　
　
　
　

清（
飯
尾
）房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼（
松
田
）亮

　
　
　
　

当
社
執
行
御
房

　　

祇
園
会
が
再
興
さ
れ
て
三
年
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
「
大

宮
駕
輿
丁
」
と
し
て
「
魚
物
商
売
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
し
か
し
、
河
内
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
応
仁
・
文
明
の
乱

以
前
に
「
魚
物
商
売
」
は
確
認
で
き
な
い
商
売
で
あ
り
、
応
仁
・
文

明
の
乱
を
経
て
、
新
た
に
取
り
あ
つ
か
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
想

像
で
き
る
。

　

で
は
、今
宮
神
人
が
ど
う
し
て
「
魚
物
商
売
」
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
、
今
宮
神
人
の
も
う
ひ
と
つ
の
姿
で
あ
る
、
今
宮

供
御
人
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
宮
供
御
人
が
課
税
な
く

あ
つ
か
う
も
の
は
、
明
徳
二
年
に
「
ゑ（
海
老
）ひ
」・「
か（
擁
剣
）

さ
め
」・「
か（
貝
）い
」・

「
は（

蛤

）

ま
く
り
」
の
四
品
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
、

文
永
十
一
年
正
月
二
十
五
日
付
の
蔵
人
所
牒
写
に
お
い
て
、「
生
魚

交
易
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
だ（

34
）。

こ
の
蔵
人
所
牒
写
に
つ
い

て
は
、
庄
園
名
が
欠
け
て
い
る
な
ど
の
疑
問
な
部
分
が
あ
る
が
、
文

明
年
間
に
神
人
か
ら
供
御
人
と
し
て
の
一
面
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
魚
物
商
売
」
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
明
徳
二
年
に
淀
の
「
魚
市
」
と
の
協
定
で
、

「
し（

塩

付

）

ほ
つ
き
」
の
魚
に
つ
い
て
は
「
御
ね（

年

貢

等

）

ん
く
と
う
」
を
取
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。「
魚
物
」
に
塩
相
物
が
含
ま
れ
て
い
た
か
、

拡
大
解
釈
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
文
亀
二
年
六
月
十
九
日
に

「
淀
魚
市
」
に
お
い
て
問
題
が
お
こ
っ
て
い
る
。

祇
園
社
大
宮
駕
輿
丁
摂
州
今
宮
神
人
等
申
、
去
十
四
日
神
事
無

為
之
条
、
同
十
五
日
令
下
向
之
処
、
可
取
公
事
銭
之
旨
申
之
、

彼
神
人
等
悉
為
当
初
留
置
云
々
、
随
神
役
参
洛
候
間
、
且
叵
測

神
慮
者
歟
、
殊
先
々
不
致
其
沙
汰
之
上
者
、
速
可
勘
過
之
、
若

有
子
細
者
、
慥
注
申
之
、
追
而
可
被
遂
糺
明
之
由
候
也
、
仍
状

如
件
、

　
　

  

文
亀
弐

　
　
　
　

六
月
十
九
日　
　
　

清（
飯
尾
）房
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼（
松
田
）亮
在
判

　
　
　
　
　

淀
魚
市
関
務
中（

35
）
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大
宮
駕
輿
丁
で
あ
る
今
宮
神
人
は
、
祇
園
会
が
お
わ
っ
た
後
、
摂

津
に
戻
る
途
中
の
「
淀
魚
市
」
の
関
所
で
「
公
事
銭
」
を
取
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
淀
で
「
留
置
」
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、「
先
々
」
に
「
其
沙
汰
」（
公
事
銭
）
を
「
沙
汰
」
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
、「
勘
過
」
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
な
お
こ

の
時
期
の
淀
魚
市
は
、
香
西
元
長
に
よ
っ
て
押
領
さ
れ
て
お
り
、「
淀

魚
市
関
務
中
」
も
香
西
元
長
の
息
の
か
か
っ
た
在
地
の
人
物
と
考
え

ら
れ
る（

36
）。

　

こ
の
文
亀
二
年
か
ら
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
の
十
年
間
に
、「
魚

物
商
売
事
」・「
雑
色
魚
物
商
売
」
に
つ
い
て
の
室
町
幕
府
奉
行
人
連

署
奉
書（

37
）が

二
回
に
わ
た
っ
て
発
給
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
宮
神
人
の

「
魚
物
商
売
」
に
つ
い
て
は
敵
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

祇
園
会
と
い
う
手
段
を
用
い
て
「
魚
物
商
売
」
を
維
持
し
よ
う
と

す
る
今
宮
神
人
で
あ
る
が
、
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
に
出
さ
れ

た
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
下
知
状（

38
）に

よ
っ
て
制
限
を
加
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
　
　

定　

魚
類
振
売
本
座
商
売
物

一
、
海
河
魚
貝
物
并
鎰
物
以
下
、
不
謂
洛
中
洛
外
、
可
商
売
事
、

一
、
江
州
粟
津
座
商
売
物
、
任
先
規
於
魚
棚
対
諸
商
人
可
商
売

　
　
　
　

付
、
鎰
物
新
儀
共

　
　

事
、
小
売
可
停
止
事
、

一
、
今
宮
四
座
商
売
物
、
擁
劔
・
蛤
・
編
海
老
、
此
外
一
切
可

停
止
事
、

　
　

右
條
々
、
被
定
置
畢
、
若
有
違
犯
之
族
者
、
速
可
被
所
厳

科
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
下
知
如
件
、

　
　
　

永
正
十
三
年
十
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上（

斉

藤

時

基

）

野
介
藤
原
朝
臣
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前（

松

田

長

秀

）

丹
後
守
平
朝
臣
在
判

　　

こ
れ
は
、「
魚
類
振
売
本
座
」
の
申
請
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
と

思
わ
れ
、「
魚
類
振
売
本
座
」
は
商
品
の
制
限
な
く
、「
洛
中
洛
外
」

で
商
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、「
粟
津
座
」

は「
魚
棚
」で
商
人
に
対
し
て
の
み
商
売
が
で
き
、「
今
宮
四
座
」は「
擁

劔
・
蛤
・
編
海
老
」
以
外
は
停
止
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
粟
津
座
」・「
今
宮
四
座
」
と
い
う

よ
う
に
供
御
人
・
神
人
と
ど
ち
ら
か
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
粟
津
・
今
宮
の
商
売
を
行
う
「
座
」
を
狙
っ
て
出
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
供
御
人
で
あ
ろ
う
が
神
人
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
に
制
限

を
加
え
る
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る（

39
）。「

魚
類
振
売
本
座
」
は
、

「
粟
津
」・「
今
宮
」
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
相
手
の
商
売
方
法
を
熟
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知
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
文
言
で
の
発
給
を
求
め
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
以
後
に
お
い
て
も
、
今
宮
神
人
に
よ
る
「
魚
物
商
売
」
は
続

け
ら
れ
て
い
た
が
、
今
宮
神
人
は
再
び
そ
の
論
理
を
変
化
さ
せ
て
い

る
。
そ
れ
は
、大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
の
今
宮
神
人
の
申
状（

40
）に

よ
っ

て
わ
か
る
。

　
　

  

飯
四
左

一
、
祇
園
社
駕
輿
丁
摂
州
今
宮
神
人
等
申
状　

大
永
二 

六 

五 

河（
河
村
四
郎
左
衛
門
尉
）

四

　
　

右
魚
物
商
買
事
、
帯　

綸
旨
、
自
往
古
為
此
方
洛
中
問
丸

江
相
付
之
處
、
働
非
分
之
族
恣
致
商
買
之
條
、
堅
可
令
停

止
之
旨
、
数
度
被
成
御
下
知
畢
、
猶
以
守
先
例
、
可
致
専

座
中
之
沙
汰
之
由
、
被
成
下
御
成
敗
者
、
忝
存
、
弥
可
奉

遂　

神
幸
無
事
之
節
者
也
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
尾
清
房
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀
前
司
三
善
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　

文
亀
二
年
六　

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
前
守
平
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
賴
亮
）

　
　
　

御
下
知
両
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飯
尾
貞
運
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
守
三
善
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　

永
正
五
年
九
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
位
藤
原
朝
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
時
基
）

　

今
宮
神
人
は
、
自
分
た
ち
の
「
魚
物
商
売
」
に
つ
い
て
、「
帯
綸

旨
」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
証
文
を
出
さ
な
か
っ

た
た
め
か
、
こ
れ
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署

下
知
状（

41
）に

は
、「
綸
旨
」
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
れ
ど
、

祇
園
社
の
神
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、「
綸
旨
」
と
い
う
朝
廷
と
の

関
係
か
ら
、「
魚
物
商
売
」
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
河
内
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
神
人
と
供
御
人
と
い
う
あ
り

か
た
を
、訴
訟
に
お
い
て
は
重
ね
あ
わ
せ
て
主
張
」す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
だ
。

　

今
宮
神
人
は
、
時
を
へ
だ
て
て
こ
の
主
張
を
強
化
し
て
い
く
。
そ

れ
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
に
後
奈
良
天
皇
綸
旨（

42
）を

獲
得
す
る

の
だ
。「
御
厨
子
所
供
御
人
」
と
「
祇
園
社
駕
輿
丁
」
の
双
方
を
兼

ね
る
存
在
に
な
る
こ
と
で
、
方
々
か
ら
の
「
非
分
課
役
」
に
対
し
て

「
諸
役
免
除
」
を
勝
ち
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
宮
神
人
と
同
じ
考
え
に
至
っ
た
商
人
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、「
魚
類
振
売
本
座
」
に
「
今
宮
四
座
」
と
同
様
に
掣
肘
を

加
え
ら
れ
た
「
粟
津
座
」
で
あ
る
。「
粟
津
座
」
に
つ
い
て
も
、「
禁

裏
供
御
人
并
日
吉
神
人
粟
津
座（

43
）」

と
称
し
て
、
供
御
人
と
神
人
の
二

つ
の
立
場
を
両
立
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
「
禁

裏
供
御
人
并
日
吉
神
人
粟
津
座
」
に
よ
っ
て
、「
摂
州
今
宮
神
人
祇
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園
会
供
御
人
」
の
商
売
は
、「
至
祇
園
会
両
日
四
日
」
以
外
で
の
商

売
が
停
止
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
今
宮
神
人
の

動
向
を
追
っ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
国
期
以
降
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ

て
お
く
。
今
宮
神
人
は
、
当
然
今
宮
神
人
と
し
て
大
宮
駕
輿
丁
を
勤

め
、
天
正
九
年
六
月
七
日
に
織
田
信
長
家
臣
の
村
井
貞
勝
に
よ
っ
て

「
売
買
之
業
」
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
御
代
々
綸
旨
并
御
下
知
之

旨
」
に
任
せ
て
「
朝
役
・
神
役
」
を
勤
め
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て

い
る（

44
）。

神
幸
の
日
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
室
町
幕
府
と
違
っ
て
祇
園

会
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
思
は
読
み
取
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
慶
長
十
八
年
に
は
、
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
か
ら
下
知

状
を
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
神
役
」
を
勤
め
る
よ
う
に
命

じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
商
売
に
関
係
す
る
文
言
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
る（

45
）。

ೋ
ỏ
ࠓ
ٶ
ਆ
ਓ
の

ച
ͱ
ૌ
ু

　

前
章
に
お
い
て
、
今
宮
神
人
の
商
売
を
時
代
ご
と
に
確
認
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
二
点
の
疑

問
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
一
点
目
は
、
祇
園
会
の
式
日
と
訴

訟
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
奉
書
か
ら
下
知
状
へ

文
書
様
式
が
変
化
す
る
こ
と
だ
。

　

ま
ず
、
一
点
目
の
祇
園
会
の
式
日
と
訴
訟
と
の
関
係
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。

　

今
宮
神
人
は
、
祇
園
会
の
遂
行
に
大
き
く
関
わ
り
、
そ
の
無
事
の

遂
行
を
盾
に
と
る
よ
う
に
し
て
、
幕
府
か
ら
の
裁
許
を
得
て
い
た
。

で
は
、
前
章
に
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
表

1
を
参
照
し
つ
つ
、
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
今
宮
神
人
に
よ
る
訴
え
と
幕
府
の
裁
許
は
、
文
安
二
年
・

同
三
年
・
享
徳
二
年
・
康
正
三
年
・
文
亀
二
年
・
同
三
年
・
永
正
四

年
・
同
九
年
・
同
十
五
年
・
大
永
二
年
・
大
永
五
年
・
永
禄
三
年
と
、

文
安
二
年
か
ら
永
禄
三
年
ま
で
の
百
十
五
年
間
に
十
二
回
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
て
い
た（

46
）。

祇
園
会
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
三
十

三
年
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
八
十

二
年
間
に
十
二
回
と
な
り
、
ほ
ぼ
七
年
に
一
回
は
問
題
が
お
こ
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
こ
の
十
二
回
に
及
ぶ
裁
許
が
祇
園
会
と
ど
う
関
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、表
2
と
と
も
に
考
え
て
い
く
。

な
お
、
表
2
は
表
1
に
対
応
す
る
祇
園
会
の
式
日
を
抽
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
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表
2
を
参
照
す
る
と
、
祇
園
会
に
直
接
関
係
し
な
い
日
時
で
裁
許

が
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
安
二
年
・
大
永
五
年
の
わ
ず
か
二
回
の
み

で
あ
る
と
わ
か
る（

47
）。

今
宮
神
人
の
商
売
が
、
ま
さ
に
祇
園
会
へ
奉
仕

す
る
神
人
の
立
場
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
今
宮
神
人
の
商
売
が
、
永
正
年
間
か
ら
祇
園
会
式
日
の

混
乱
に
よ
っ
て
、
弱
み
と
な
っ
て
い
く
と
い
う
指
摘（

48
）は

的
確
だ
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
延
引
・
追

行
が
な
く
、
無
事
に
遂
行
さ
れ
た
年
に
、
今
宮
神
人
に
よ
る
他
商
人

へ
の
反
撃
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、逆
説
的
で
あ
る
が
、「
魚
類
振
売
本
座
」に
よ
っ

て
「
今
宮
四
座
」
の
商
売
が
制
限
さ
れ
た
永
正
十
三
年
以
降
、
多
く

の
祇
園
会
が
延
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
永
正
十
三
年
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
の
大
永
二
年
に
、
神
人
と

供
御
人
を
重
ね
て
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
祇
園
会
に
よ

ら
な
い
商
売
の
在
り
方
を
模
索
し
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
今
宮
神
人
で
は
な
く
、
同
じ
祇
園
社
の
犀

鉾
神
人
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
六

月
六
日
に
「
御
厨
子
所
鳥
座
」
と
「
長
橋
局
鳥
座
」
と
の
間

で
「
公
事
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
公
事
」
に
つ
い
て
、「
長

橋
」
か
ら
山
科
言
継
に
書
状
が
届
い
て
い
る
。
そ
の
書
状
に
は
、

表 2　今宮神人関係祇園会式日
神幸 還幸 追行等

文安 2年
文安 3年
享徳 2年
康正 3年
文亀 2年
文亀 3年
永正 4年
永正 6年
永正 9年
永正 13 年
永正 15 年
大永 2年
大永 5年
弘治 3年
永禄 3年
永禄 4年
永禄 7年
天正 9年

6月 7日
6月 7日
6月 7日
6月 7日
6月 7日
6月 7日
6月 7日
6月 7日
6月 7日

6月 7日
6月 7日

閏 11 月 17 日

6 月 7 日

6 月 14 日
6 月 14 日
6 月 14 日

6 月 14 日（延引）
6月 14 日
6 月 14 日
6 月 14 日
6 月 14 日
6 月 14 日

6 月 14 日
閏 11 月 24 日

6 月 14 日

6 月 14 日

6 月 15 日

5 月 23 日（去年分）
10 月 14 日（延引、追行）

6月 27 日（重而）

12 月 17 日（延引、追行）
12 月 17 日（延引、追行）

※河内将芳『祇園祭の中世―室町・戦国期を中心に―』（思文閣出版、2012年）より作成
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「
と（

鳥

座

）

り
の
さ
」
と
「
か（

柑

類

座

）

う
る
い
の
さ
」
の
「
く（
公
事
）し
」
に
つ
い
て
、

「
か（

柑

類

商

売

）

う
る
い
し
や
う
は
い
」
の
「
さ（

犀

鉾

）

い
の
ほ
こ
の
神
人
」
が
「
と（
鳥
）り
」

も
「
し（

商

売

）

や
う
は
い
」
し
て
お
り
、「
み（
御
厨
子
）

つ
し
所
」
の
「
く（
公
事
）し
」
を
言

継
が
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
い
る
。
次
に
挙

げ
る
の
は
、
言
継
の
返
事
で
あ
る（

49
）。

文
の
や
う
く
は
し
く
う
け
給
候
、
ま
つ
〳
〵
と（

鳥

座

）

り
の
さ
と

か（

柑

類

座

）

う
る
い
の
さ
と
く（
公
事
）し
の
事
、
た
つ
ね
く
た
さ
れ
候
、
七

て（
条
座
）

う
さ
と
申
候
は
か（

駕

輿

丁

）

よ
ち
や
う
に
て
候
と
て
候
、
五
て（
条
座
）

う
さ
は

そ
の
御
局
の
さ（
座
）人
と
て
候
、
三
て（
条
座
）

う
さ
は
く（

内

蔵

寮

）

ら
れ
う
の
さ（
座
）人
に

て
候
、
又
か（

柑

類

）

う
る
い
の
さ（
座
）
人
う（

魚

・

鳥

・

柑

類

）

お
・
と
り
・
か
う
る
い
な
と

を
し（

商

売

）

や
う
は
い
し
候
て
、
御
つ（
厨
子
）し
所
の
あ（

預

）

つ
か
り
た（

高

橋

）

か
は
し

ち（

知

行

）

き
や
う
い
た
し
候
事
候
、
も
と
〳
〵
よ
り
の
せ（

証

文

）

う
も
ん
あ

る
事
候
、
そ
う
し
て
く（

内

蔵

寮

）

ら
れ
う
の
さ（
座
）
人
よ
り
、
三
さ（
座
）
そ
の
外

か（

柑

類

座

）

う
る
い
の
さ
を
せ
き
ま
い
り
た
る
事
も
候
は
す
候
、
又
い
つ

れ
の
さ（
座
）
よ
り
に
て
も
候
へ
、
く（

内

蔵

寮

）

ら
れ
う
の
さ（
座
）
人
を
せ
き
た
る

事
も
御
入
候
は
す
候
、
し（

自

然

）

せ
ん
こ
の
外
に
ひ（

非

分

）

ふ
ん
の
物
な
と

し（

商

売

）

や
う
は
い
し
候
を
は
、
い
つ
れ
の
さ（
座
）
よ
り
も
と（
取
）り
候
事
候
、

も
と
〳
〵
よ
り
あ
り
つ
け
た
る
や
う
に
、
せ（

証

文

）

う
も
ん
に
ま
か
せ

お（

仰

付

）

ほ
せ
つ
け
ら
れ
候
へ
き
事
か（

肝

要

）

ん
よ
う
に
候
、
く（
内
蔵
）ら
の
頭
・
御

つ（
厨
子
）し
所
の
へ（

別

当

）

つ
た
う
そ（
存
知
）

ん
ち
候
に
つ
き
て
、
た（

高

橋

）

か
は
し
事
を
も

も
と
〳
〵
よ
り
そ（
存
知
）

ん
ち
い
た
し
候
事
候
、
こ
の
よ（
由
）し
御
心
え
候

て
、
御
ひ（
披
露
）

ろ
う
に
あ
つ
か
り
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と（
言
）き
継

　
　
　
　

な（

長

橋

殿

）

か
は
し
と
の
ゝ
御
局
へ

　

返
書
の
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
「
七
て（
条
座
）

う
さ
」
は
駕
輿
丁
、「
五
て（
条
座
）

う
さ
」
は
長
橋
局
の
座
人
、

「
三
て（
条
座
）

う
さ
」
は
内
蔵
寮
の
座
人
で
あ
る
。

　

②
「
か（

柑

類

）

う
る
い
」
の
座
人
は
、「
う（

魚

・

鳥

・

柑

類

）

お
・
と
り
・
か
う
る
い
」
を

商
売
し
て
い
て
、
御
厨
子
所
の
預
で
あ
る
高
橋
が
知
行
し
て
い

る
。

　

③
内
蔵
寮
の
座
人
が
「
三
さ（
座
）」
と
「
か（

柑

類

座

）

う
る
い
の
さ
」
を
「
せ
き
」

し
た
こ
と
は
な
い
。
又
他
の
座
か
ら
内
蔵
寮
の
座
人
を「
せ
き
」

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

④
「
ひ（

非

分

）

ふ
ん
の
物
な
と
」
が
商
売
を
し
て
い
れ
ば
、「
い
つ
れ
の

さ（
座
）よ
り
も
と（
取
）」
っ
て
い
る
。

　

山
科
言
継
の
主
張
は
、「
御
厨
子
所
鳥
座
」
で
も
あ
る
「
か（

柑

類

）

う
る
い
」

の
座
人
は
、
鳥
三
座
の
一
つ
で
あ
る
内
蔵
寮
の
座
人
の
一
員
で
あ
る

と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
内
蔵
頭
と
御
厨
子
所
別
当
を
兼
官
す
る
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山
科
家
だ
か
ら
こ
そ
の
主
張
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、「
か（

柑

類

）

う
る
い
」
座
人
が
、
天
文
年
間
に
御
厨
子
所
の

「
鳥
座
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
そ
し
て
、「
か（

柑

類

）

う
る
い
」
座
人
が

周
囲
か
ら
は
犀
鉾
神
人
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る（

50
）。

　

今
宮
神
人
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
の
だ
が
、
祇
園
会
式
日
が

延
引
・
追
行
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
祇
園
社
に
属
す

る
神
人
た
ち
は
、
神
人
で
あ
り
な
が
ら
、
供
御
人
と
し
て
の
商
売
を

模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
祇
園
会
に
よ
ら
な
い
商
売
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
二

点
目
の
疑
問
で
あ
る
奉
書
か
ら
下
知
状
へ
の
変
化
が
関
わ
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
は
、
奉
行
人
連
署
に
よ
る
下
知
状
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

る
の
か
を
押
さ
え
て
お
く
。
佐
藤
進
一
氏
は
、
複
数
の
奉
行
人
連
署

の
下
知
状
は
、「
禁
制
・
制
札
と
過
所
と
一
部
の
裁
許
・
安
堵
・
所

役
免
除
」
の
内
容
で
出
さ
れ
る
と
定
義
し
て
い
る（

51
）。

そ
し
て
、「
商

人
や
職
人
す
な
わ
ち
当
時
庶
民
の
な
か
で
も
卑
賤
と
み
な
さ
れ
た
商

工
業
者
階
級
に
対
す
る
裁
許
や
安
堵
そ
の
他
に
用
い
ら
れ
た
」
と
さ

れ
た
。

　

表
1
を
参
照
す
る
と
、
今
宮
神
人
に
関
係
す
る
下
知
状
は
、
永
正

十
三
年
・
大
永
二
年
・
永
禄
三
年
・
永
禄
七
年
の
四
ケ
年
に
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
今
宮
神
人
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
の
は
、
大

永
二
年
と
永
禄
三
年
の
下
知
状
で
あ
る
。

　

文
安
三
年
か
ら
永
正
九
年
に
か
け
て
、
幕
府
の
裁
許
は
「
当
社
執

行
」、
つ
ま
り
祇
園
執
行
に
発
給
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
祇
園
会

に
奉
仕
す
る
神
人
に
た
い
し
て
、
祇
園
執
行
を
通
し
て
幕
府
の
裁
許

が
下
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
幕
府
は
神
人
か
ら
の
訴
え
を
「
糺

明
」
し
て
か
ら
、
奉
行
人
に
よ
る
奉
書
が
祇
園
執
行
に
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
祇
園
執
行
は
、
幕
府
か
ら
の
奉
書
を
案
文
と
し
て
写
し
て
か

ら
、
正
文
は
各
神
人
へ
渡
し
て
い
た
。

　

今
宮
神
人
関
係
の
文
書
と
し
て
、
康
正
三
年
六
月
六
日
付
の
室
町

幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書（

52
）が

、
唯
一
祇
園
社
に
残
さ
れ
た
正
文
で
あ
る

の
だ
が
、
第
一
章
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
は
祇
園
会
の
最
中

に
問
題
が
お
こ
っ
た
た
め
に
結
局
は
渡
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、祇
園
執
行
が
幕
府
か
ら
の
奉
行
人
連
署
奉
書
を
、

す
ぐ
に
は
神
人
へ
渡
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
発
給
さ
れ
た
文

書
を
、
祇
園
会
が
終
了
す
る
ま
で
祇
園
執
行
が
預
か
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、祇
園
会
を
無
事
に
遂
行
す
る
と
い
う
、

神
人
の
統
制
を
図
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

53
）。

　

で
は
、奉
行
人
連
署
奉
書
か
ら
奉
行
人
連
署
下
知
状
へ
の
変
化
は
、

な
ぜ
お
こ
っ
た
の
か
。
大
永
二
年
に
だ
さ
れ
た
下
知
状（

54
）か

ら
、
な
ぜ
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奉
書
で
は
な
く
、
下
知
状
な
の
か
を
考
え
て
み
る
。

祇
園
社
大
宮
駕
輿
丁
摂
津
国
今
宮
神
人
等
申
、
魚
物
商
売
事
、

為
座
中
相
着
問
丸
、
令
売
買
云
々
、
早
任
度
々
御
成
敗
、
止
非

分
之
族
商
売
、
致
座
中
之
沙
汰
、
可
専
神
役
之
由
、
所
被
仰
下

也
、
仍
下
知
如
件
、

　
　
　

大
永
二
年
六
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左（

飯

尾

為

隆

）

衛
門
尉
三
善
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹（

松

田

晴

秀

）

後
守
平
朝
臣
（
花
押
）

　

下
知
状
が
発
給
さ
れ
た
理
由
は
、「
卑
賤
と
み
な
さ
れ
た
商
工
業

者
階
級
」
で
あ
る
今
宮
神
人
に
、直
接
発
給
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
れ
で
は
、「
祇
園
社
大
宮
駕
輿
丁
摂
津
国
今
宮
神
人
等
」

と
し
て
幕
府
に
訴
え
た
意
味
が
な
い
。
な
ら
ば
、
今
宮
神
人
が
「
祇

園
社
駕
輿
丁
」
を
名
乗
っ
て
い
る
だ
け
で
、
祇
園
社
が
関
係
し
て
い

な
い
か
ら
な
の
か
。
こ
れ
も
、
祇
園
社
に
案
文
が
残
さ
れ
て
い
る
の

で
考
え
に
く
い
。

　

そ
れ
で
は
、
内
容
か
ら
考
え
る
と
ど
う
だ
ろ
う
。
永
正
十
三
年
の

「
魚
類
振
売
本
座
」
の
下
知
状
は
、
様
式
か
ら
禁
制
・
制
札
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
永
二
年
に
発
給
さ
れ
た
今
宮
神
人
へ

の
下
知
状
は
そ
う
で
は
な
く
、
佐
藤
氏
が
定
義
し
た
内
の
一
つ
で
あ

る
、
安
堵
状
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
奉
書
が
残
っ
て
い
な
い
今
宮
村
に
、
下
知
状
の
正

文
が
近
代
ま
で
現
存
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、「
祇

園
社
大
宮
駕
輿
丁
摂
津
国
今
宮
神
人
等
」
が
「
魚
物
商
売
」
に
つ
い

て
の
下
知
状
を
求
め
た
理
由
は
、
大
永
二
年
か
ら
六
年
前
の
永
正
十

三
年
に
お
け
る
「
魚
類
振
売
本
座
」
の
下
知
状
に
対
抗
す
る
た
め
と

考
え
る
。
つ
ま
り
は
、「
魚
物
商
売
」
を
今
宮
神
人
の
「
権
利
」
と

し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
今
宮
神
人
に
出
さ
れ
た
奉
行
人
連
署
奉
書
は
、
時
限

的
に
し
か
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
祇
園
会
が
延
引
さ

れ
る
な
か
、「
魚
物
商
売
」
に
も
制
限
が
加
え
ら
れ
、
今
宮
神
人
は

神
人
・
駕
輿
丁
・
供
御
人
と
い
う
身
分
の
ほ
か
に
「
権
利
」
を
も
っ

て
他
商
人
に
相
対
し
て
い
く
。
大
永
二
年
か
ら
弘
治
三
年
ま
で
の
三

十
二
年
間
に
、
今
宮
神
人
へ
の
発
給
文
書
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
安
堵
の
下
知
状
は
機
能
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

55
）。

　

以
上
、
二
つ
の
疑
問
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
今
宮
神
人
は

応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
特
権
維
持
を
祇
園
会
に
支

え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
幕
府
の
動
揺
、
祇
園
会
の
延
引
に
よ
っ

て
特
権
を
維
持
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
祇
園
会
か
ら
の
脱
却
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が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、今
宮
神
人
に
と
っ
て
祇
園
会
は
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
祭
礼
だ
っ
た
と
言
え
る
。そ
れ
は
、

永
禄
三
年
十
二
月
十
日
に
出
さ
れ
た
下
知
状（

56
）の

発
給
が
、
祇
園
会
に

関
係
す
る
か
ら
だ
。
こ
の
年
の
祇
園
会
は
十
二
月
十
七
日
、
下
知
状

発
給
の
七
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
下
知
状
で
は
、「
諸
関
役
・

新
儀
課
役
」
を
止
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
諸
役
免
除
」
と
す

る
よ
う
に
と
あ
る
。
祇
園
会
に
勤
仕
す
る
こ
と
で
「
役
」
を
免
除
さ

れ
る
の
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
を
経
て
も
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
も
う
一
つ
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
永
禄
七
年
に
式

日
四
日
間
の
み
に
限
定
さ
れ
た
「
魚
物
商
売
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
事
態
が
、
今
宮
神
人
の
限
界
な
の
か
、
商
圏
の
確
保
が
さ
れ
た

か
と
い
う
評
価
は
置
い
て
お
く
と
し
て
、今
宮
神
人
に
よ
る
「
商
売
」

の
排
除
で
は
な
く
、「
至
祇
園
会
両
日
四
日
」
に
限
っ
て
認
め
て
い

る
の
は
、
こ
れ
が
「
粟
津
座
」
と
の
妥
協
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。

　

そ
れ
は
、
今
宮
神
人
と
同
様
に
「
粟
津
座
」
に
つ
い
て
も
、
今
宮

神
人
と
争
っ
て
い
る
場
合
で
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。「
粟

津
座
」
が
、「
総
合
商
社
」
の
よ
う
に
、
各
種
の
品
目
を
商
売
し
て

い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る（

57
）。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
「
新
儀
商
人
」

た
ち
と
の
競
合
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
今

宮
神
人
と
妥
協
が
図
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
Θ
Γ
に

　

本
稿
で
は
、
今
宮
神
人
の
商
業
が
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
得
た
も
の
と
思
う
。
そ
れ
は
当
然
、
政
治
状
況
に
左

右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
商
売
を
行
う
今
宮
神
人
の
出
現
を
第
一

期
と
す
る
と
、
南
北
朝
期
を
経
て
京
都
に
一
大
市
場
が
形
成
さ
れ
る

時
期
を
第
二
期
。
室
町
幕
府
の
財
政
が
ひ
っ
迫
す
る
室
町
後
期
を
第

三
期
。
応
仁
・
文
明
の
乱
を
第
四
期
。
祇
園
会
の
式
日
混
乱
が
多
発

す
る
よ
う
に
な
る
永
正
期
を
第
五
期
。
供
御
人
・
神
人
を
両
立
さ
せ

る
も
衰
退
を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
第
六
期
と
な
る
。

　

第
一
期
か
ら
第
二
期
で
は
、
供
御
人
か
ら
神
人
へ
の
変
化
が
確
認

で
き
る
。
こ
れ
は
、
幕
府
に
よ
る
山
門
政
策
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い

た
。
山
門
政
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
山
門
使
節
制
度
の
誕
生

で
あ
る（

58
）。

も
う
一
つ
が
、
御
師
職
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

幕
府
は
祇
園
社
な
ど
を
己
の
影
響
下
に
入
れ
た（

59
）。

そ
し
て
、
室
町
幕

府
と
祭
礼
と
の
関
わ
り
で
あ
る（

60
）。「

今
宮
供
御
人
」
と
し
て
商
売
に

従
事
す
る
の
で
は
な
く
、
兼
帯
し
て
い
た
祇
園
社
の
「
今
宮
神
人
」

と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
幕
府
の
政
策
に
関
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係
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
期
に
お
い
て
は
、
都
市
に
依
存
す
る
幕
府
財
政（

61
）に

よ
っ
て
所

役
を
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
祇
園
会
に
過
度
に
依
存
す
る
時
期
と

な
る
。

　

応
仁
・
文
明
の
乱
を
含
む
第
四
期
は
、
戦
乱
の
時
代
な
が
ら
、
同

時
に
商
業
の
拡
大
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
神
人
か
ら
供
御

人
と
し
て
の
一
面
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

第
四
期
か
ら
第
五
期
に
か
け
て
は
、
商
業
の
拡
大
を
維
持
す
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
時
期
と
な
る
。
棲
み
分
け
さ
れ
て
い
た
品
目
を
超

え
て
商
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
神
人
・
供
御
人
の
両
面
を
主

張
す
る
こ
と
で
そ
の
理
論
を
補
強
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
祇

園
会
の
延
引
・
追
行
に
よ
る
混
乱
を
避
け
が
た
く
、
今
宮
神
人
は
そ

れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な
理
論
を
必
要
し
た
。

　

そ
し
て
、
供
御
人
・
神
人
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
も
、
祇
園
会
の

執
行
を
保
証
す
る
存
在
、
室
町
幕
府
が
機
能
し
な
く
な
る
こ
と
で
、

今
宮
神
人
の
商
売
は
維
持
で
き
な
く
な
る
の
が
第
六
期
に
な
る
。

　

今
宮
神
人
は
、
政
治
状
況
に
左
右
さ
れ
、
そ
の
た
び
に
供
御
人
・

神
人
と
使
い
分
け
、
も
し
く
は
両
立
す
る
こ
と
で
、
そ
の
商
売
を
発

展
・
維
持
し
て
き
た
。
こ
れ
は
今
宮
神
人
に
限
ら
ず
、
同
じ
祇
園
社

の
神
人
で
あ
る
犀
鉾
神
人
も
同
様
で
あ
る
し
、
そ
し
て
今
宮
神
人
と

敵
対
し
た
粟
津
供
御
人
と
は
、
供
御
人
・
神
人
の
使
い
分
け
を
ほ
ぼ

同
時
期
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
が
後
追
い
し
た

可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
、
当
時
の
政
治
状
況
な
ど
か
ら
両
者
が
同
じ

結
論
に
至
っ
て
、
選
択
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
今
宮
神
人
は
、
大
宮
駕
輿
丁
を
勤
め
る
神
人
と
な
っ
た
こ

と
で
、
所
役
免
除
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
祇
園
会

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
粟
津
供
御
人

ほ
ど
の
成
果
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
何
に

由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
粟
津
供
御
人
の
研
究
を
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

　
注（

1
）
綿
本
座
神
人
は
三
条
町
な
ど
に
住
む
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
本
座
神
人
以
外
に
も
、
綿
新
座
神
人
と
し
て
里
商
人
と
散
在
商
人

が
い
る
が
、永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
は
一
人
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
他
に
祇
園
社
に
属
し
て
行
わ
れ
る
商
売
に
「
売
物
買
」「
腰
座
」「
練
絹

座
」「
午
王
守
商
賣
」
が
あ
り
、
犬
神
人
も
塩
売
買
を
し
て
い
る
。

（
3
）
豊
田
武
「
祇
園
社
を
め
ぐ
る
諸
座
の
神
人
」（『
座
の
研
究　

豊
田
武

著
作
集
第
一
巻
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）。

（
4
）
田
中
香
織
「「
祇
園
執
行
日
記
」
に
み
る
中
世
祇
園
社
の
綿
商
売
の
神
人
」

（『
日
本
文
化
史
研
究
』
第
四
十
二
号
、
二
〇
一
一
年
）。
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（
5
）
今
宮
神
人
が
大
宮
駕
輿
丁
に
な
っ
た
由
緒
に
つ
い
て
は
、『
増
補　

八

坂
神
社
文
書
』
一
一
七
九
号
を
参
照
。
し
か
し
、
そ
の
経
緯
は
疑
問

で
あ
る
。

（
6
）
豊
田
武
「
祇
園
社
を
め
ぐ
る
諸
座
の
神
人
」（『
座
の
研
究　

豊
田
武

著
作
集
第
一
巻
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）。

（
7
）
春
田
直
紀
「
漁
業
と
水
運
の
地
域
的
展
開
―
今
宮
魚
貝
商
人
の
京
都

進
出
―
」（『
大
阪
府
漁
業
史
』、
大
阪
府
漁
業
史
編
さ
ん
協
議
会
、
一

九
九
七
年
）。

（
8
）
河
内
将
芳
『
祇
園
祭
の
中
世
―
室
町
・
戦
国
期
を
中
心
に
―
』（
思
文

閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
9
）
文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
正
月
二
十
五
日
付
の
蔵
人
所
牒
が
あ
る

が
、
御
厨
子
所
供
御
人
と
し
て
の
史
料
な
の
で
こ
こ
で
は
考
慮
し
な

い
。
な
お
、
蔵
人
所
牒
は
『
今
宮
町
志
』
を
参
照
し
た
。

（
10
）『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
四
十
四
巻　

八
坂
神
社
記
録
二
（
臨
川
書
店
、

一
九
八
三
年
）。

（
11
）『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
四
十
三
巻　

八
坂
神
社
記
録
一
（
臨
川
書
店
、

一
九
八
三
年
）。

（
12
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
山
科
家
古
文
書
』。

（
13
）
大
宮
駕
輿
丁
等
申
状
案
、『
増
補　

八
坂
神
社
文
書
』
一
一
七
九
号
。

（
14
）
春
田
直
紀
・
河
内
将
芳
の
両
氏
に
よ
っ
て
応
永
二
八
年
の
洪
水
は
誤

り
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
宮
神
人
が
、
商
売
を
行
う
「
大

宮
駕
輿
丁
」
と
し
て
の
特
権
を
、
応
永
二
八
年
に
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
点
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

（
15
）『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
所
蔵　

地
下
文
書
』
一
二
号
（
八
木
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
16
）「
綿
売
本
神
人
々
数
事
」『
祇
園
社
記
』
続
録
一
に
「
駕
輿
丁
左
近
方
」「
駕

輿
丁
右
近
方
」
と
あ
る
。（『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
四
十
六
巻　

八

坂
神
社
記
録
四
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）。
し
か
し
、
応
永
四
年

に
は
す
で
に
祇
園
社
の
綿
商
売
は
衰
退
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の
後
に

四
府
駕
輿
丁
は
独
自
に
幕
府
か
ら
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
必

ず
し
も
延
暦
寺
の
関
係
寺
院
に
商
人
た
ち
が
収
斂
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。

（
17
）『
山
科
家
礼
記
』
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
二
月
三
日
条
に
「
は
ま

く
り
う
り
」、
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
正
月
二
五
日
条
に
「
は
ま
く

り
う
り
」
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
は
ま
く
り
う
り
」
は
お
そ
ら
く

今
宮
供
御
人
で
あ
り
、
供
御
人
と
し
て
蛤
を
山
科
家
へ
進
上
し
て
い

る
。

（
18
）
大
山
喬
平
氏
は
、
菓
子
供
御
人
を
例
に
「
供
御
人
に
な
る
か
神
人
に

な
る
か
は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
政
治
的
・
経
済
的
利
益
と
深
く
関
わ
っ

て
い
る
」と
指
摘
し
て
い
る
。
大
山
喬
平「
供
御
人
・
神
人
・
寄
人
」（『
日

本
の
社
会
史
』
第
六
巻　

社
会
的
諸
集
団
、岩
波
書
店
、一
九
八
八
年
）。

（
19
）
前
掲
注
8
参
照
。

（
20
）
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
、『
増
補　

八
坂
神
社
文
書
』
一
一
八
〇

号
、
一
一
八
一
号
。

（
21
）
宇
佐
見
隆
之
『
日
本
中
世
の
流
通
と
商
業
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

九
年
）。

（
22
）
魚
介
類
を
取
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
た
め
に
速
度
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
河
上
関
の
方
と
思
わ
れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
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（
23
）『
談
山
神
社
文
書
』
三
六
四
号
（
星
野
書
店
、
一
九
二
九
年
）。

（
24
）
三
浦
圭
一
「
村
落
と
商
品
流
通
」（『
大
阪
府
史
』
第
四
巻
中
世
編
Ⅱ
、

一
九
八
一
年
）。

（
25
）
宇
佐
見
氏
は
、
関
所
の
実
質
的
な
運
営
主
体
を
地
元
の
人
々
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。

（
26
）
前
掲
注
8
参
照
。

（
27
）
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
、『
新
修　

八
坂
神
社
文
書
』
九
二
号
。

（
28
）
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
写
、『
増
補　

続
史
料
大
成
』
第
四
十
五

巻　

八
坂
神
社
記
録
、『
祇
園
社
記
』
第
十
六
。

（
29
）『
山
科
家
礼
記
』
康
正
三
年
六
月
十
四
日
条
に
「
祇
園
会
、
今
日
無
祭

礼
」
と
あ
り
、六
月
十
五
日
条
に
「
祇
園
祭
礼
有
之
、今
度
延
引
始
也
」

と
あ
る
。

（
30
）
河
内
将
芳
『
祇
園
祭
と
戦
国
京
都
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
〇
七
年
）。

（
31
）
前
掲
注
8
参
照
。

（
32
）『
山
科
家
礼
記
』
文
明
四
年
十
二
月
十
三
日
条
。

（
33
）『
新
修　

八
坂
神
社
文
書
』
一
四
〇
号
。

（
34
）『
今
宮
町
志
』。

（
35
）
室
町
幕
府
奉
行
人
連
書
奉
書
案
、『
増
補　

八
坂
神
社
文
書
』
一
一
八

二
号
。

（
36
）
淀
魚
市
に
つ
い
て
は
、
小
野
晃
嗣
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

小
野
晃
嗣
『
日
本
中
世
商
業
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九

八
九
年
）。

（
37
）『
祇
園
社
記
』
続
録
第
一
（『
増
補　

続
史
料
大
成
』
第
四
十
六
巻　

八
坂
神
社
記
録
四
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）、『
祇
園
社
記
』
第

十
六
（『
増
補　

続
史
料
大
成
』
第
四
十
五
巻　

八
坂
神
社
記
録
三
、

臨
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）。

（
38
）『
政
所
方
引
付
』（
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
』

第
二
巻　

室
町
幕
府
法
、
岩
波
商
店
、
一
九
五
七
年
）。

（
39
）
文
亀
二
年
の
室
町
幕
府
奉
行
人
連
書
奉
書
案
に
「
座
中
」
が
「
問
丸
」

に
「
相
着
」
と
あ
る
の
で
、
今
宮
神
人
は
自
分
た
ち
の
商
売
を
「
座
」

と
し
て
い
た
た
め
に
、
周
囲
も
「
座
」
と
認
識
し
て
い
た
か
ら
「
今

宮
四
座
」
と
呼
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
。

（
40
）『
別
本
賦
引
付
』
四
（
桑
山
浩
然
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
、

近
藤
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
41
）
今
宮
村
文
庫
文
書
、『
室
町
幕
府
文
書
集
成
』
三
〇
五
九
号
。

（
42
）
今
宮
村
文
庫
文
書
、『
今
宮
町
志
』。

（
43
）
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
十
二
月
二
十
七
日
付
、
室
町
幕
府
政
所
執

事
加
判
連
署
下
知
状
案
（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
「
古
文
書
集
」

二
）。

（
44
）
村
井
貞
勝
判
物
、『
増
補　

信
長
文
書
の
研
究
』
補
遺　

二
二
五
号
、

広
田
神
社
文
書
。

（
45
）
前
掲
注
8
参
照
。

（
46
）
大
永
五
年
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、「
魚
類
本

座
商
人
」
に
よ
っ
て
「
今
宮
之
魚
物
荷
物
」
が
取
ら
れ
、
そ
れ
を
「
政

所
沙
汰
」
と
し
て
「
取
返
」
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
含
め
る
。

永
禄
四
年
に
つ
い
て
は
、「
訴
訟
」
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
裁
許
が
不

明
な
た
め
に
含
め
な
い
で
お
く
。

（
47
）
表
1
№
4
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
河
内
氏
に
よ
っ
て
文
安
二
年
の
可
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能
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
文

安
二
年
も
祇
園
会
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
一
回
の
み
と
な

る
。

（
48
）
前
掲
注
8
参
照
。

（
49
）『
言
継
卿
記
』
天
文
十
四
年
六
月
六
日
条
。

（
50
）
犀
鉾
神
人
の
鳥
商
売
に
つ
い
て
は
、
天
文
十
二
年
に
も
確
認
で
き
る
。

『
別
本
賦
引
付
』
一
（
桑
山
浩
然
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
、

近
藤
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
51
）
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）。

（
52
）『
新
修　

八
坂
神
社
文
書
』
九
二
号
。

（
53
）
河
内
氏
に
よ
っ
て
文
案
三
年
の
裁
許
に
つ
い
て
、
祭
礼
以
前
に
訴
え

た
内
容
を
幕
府
に
認
め
さ
せ
る
た
め
の
示
威
行
動
と
し
て
、
祇
園
会

の
最
中
に
駕
輿
丁
に
よ
る
喧
嘩
が
お
こ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

（
54
）『
室
町
幕
府
奉
行
人
文
書
集
成
』
奉
行
人
奉
書
篇
下　

三
〇
五
九
号
、

今
宮
村
文
庫
文
書
。

（
55
）
大
永
五
年
の
室
町
幕
府
奉
行
人
清
貞
春
意
見
状
に
は
、「
魚
類
本
座
商

人
」
に
よ
っ
て
「
今
宮
之
魚
荷
物
」
を
「
取
返
」
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
う
か
が
え
る
。

（
56
）『
室
町
幕
府
奉
行
人
文
書
集
成
』
奉
行
人
奉
書
篇
下　

三
八
四
三
号
、

今
宮
村
文
庫
文
書
。

（
57
）
今
谷
明
「
座
と
供
御
人
」（『
新
修
大
津
市
史
』
第
二
巻　

中
世
、
一

九
七
九
年
）。
瀬
田
勝
也
『
増
補　

洛
中
洛
外
の
群
像
』（
平
凡
社
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
58
）
下
坂
守
「『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年)

。

（
59
）
三
枝
暁
子
『
比
叡
山
と
室
町
幕
府　

寺
社
と
武
家
の
京
都
支
配
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）。

（
60
）
下
坂
守
『
京
を
支
配
す
る
山
法
師
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。

（
61
）
早
島
大
祐
『
首
都
の
経
済
と
室
町
幕
府
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
六
年
）。


